
令和６年度重点目標達成のための行動計画（アクションプラン） 
 
                                                          高岡市立南星中学校 
具体的な達成目標 

 
   自律的に行動する生徒の育成 
    ―自己存在感の向上を通して― 

・進んで挨拶する生徒  ９０％以上 
    ・学校に活躍の場や認められる機会があると答える生徒 ９０％以上 
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前年度の学校評価結果や教職員からの聞き取り内容等を踏まえ、今年度は新たに「自律
的に行動する生徒の育成 －自己存在感の育成を通して－」を重点目標として位置付ける
こととした。 
その具体的な生徒の行動目標として「挨拶の励行」をあげ、その成果をはかる指標とし

て「活躍の場や認められる機会の充実」とすることで学校運営の改善を図っていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■進んであいさつする 
①特別の教科道徳等の時間において、挨拶
に関する内容を取り上げ、指導する。 

②あいさつに関する生活目標を設定し、生
徒会活動や学級活動等を通じて、雰囲気
の醸成を図る。 

③教職員がベクトルをそろえ、自ら進んで
挨拶を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■活躍の場や認められる機会の充実 
①授業等において、自己存在感の感受を促
進する。 

②学校行事等において、生徒の力を最大限
に生かした運営を行う。 

③自己存在感の向上を目指した学年学級づ
くりに努める。 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

中間評価（生徒、教職員、保護者） 
〇学校評価 
重点項目に関連する自己評価等を実施する。 

  ・評価結果を、ホームページ等にて公開   ・学校評議員会にて協議 
  ・新たな手立ての構築 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
   評価結果を分析し、今後の取組について共通理解を図る。 
 ■進んで挨拶する 

①②③は継続 
④新しい手立てを実践 

 
 
 
 
 

■活躍の場や認められる機会の充実 
①②③は継続 
④新しい手立てを実践 

 
 
 
 
 

  

                                                                                      
                                                                                
 最終評価（生徒、教職員、保護者） 

〇学校評価 
重点項目に関連する自己評価等を実施する。 

  ・評価結果を、ホームページ等にて公開   ・学校評議員会にて協議 

 
 
 
 
  

                                                                                     
 
 
 
 

 
職員会議等にて、「挨拶の励行」を行動目標とし「自律的に行動する生徒の育成」を目

指したことについて、その成果と課題を協議し、次年度の重点目標と行動計画について共
通理解を図る。 
 

 
 
 
 

 
 

 


